
　
　

地
域
の
消
防
団
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
集

団
で
あ
り
、
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
が
あ
れ
ば
飛

び
出
し
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
う
い
う

使
命
を
持
っ
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
団
体
で

あ
り
、
団
員
に
負
担
を
か
け
な
が
ら
地
域

で
消
防
団
の
活
動
が
成
さ
れ
て
い
る
。
行

政
と
し
て
消
防
団
の
位
置
付
け
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
か
。

市
長　

消
防
団
の
皆
様
は
、
生
業
を
持
ち

な
が
ら
も
自
分
の
ま
ち
は
自
分
で
守
る
と
い

う
崇
高
な
郷
土
愛
護
の
精
神
に
基
づ
き
地

域
の
安
心
安
全
の
確
保
に
大
き
く
貢
献
し

て
お
り
、
特
に
近
年
頻
発
す
る
大
規
模
か
つ

局
地
的
な
自
然
災
害
に
対
し
て
は
、
地
域

の
実
情
に
精
通
し
、
地
域
密
着
性
、
要
員

動
員
力
及
び
即
時
対
応
力
の
面
に
お
い
て

優
れ
た
組
織
で
あ
る
と
確
信
し
、
評
価
し

て
い
る
。
ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維

持
及
び
振
興
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
お
り
、
住
民
か
ら
の
信
頼
は
大
き
い
も
の

が
あ
る
。
現
在
充
足
率
は
、
97
・
3
％
、

県
下
で
２
番
目
で
あ
る
。
防
災
力
の
確
保

を
最
優
先
課
題
と
市
消
防
団
の
充
実
強
化

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

処
遇
の
改
善
、
出
動
手
当
に
つ
い
て
は
、

見
直
す
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長　

実
際
手
当
そ
の
も
の
に
お
い
て
、

現
状
に
即
し
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
と
す
る

な
ら
ば
、
今
後
、
地
区
団
長
会
議
や
分
団

長
会
議
等
で
意
見
を
聞
く
機
会
が
あ
れ
ば

耳
を
傾
け
る
。

　
　

今
後
の
道
路
整
備
の
考
え
方
に
つ
い
て
、

現
在
、
ど
の
程
度
事
業
を
し
て
い
る
の
か
。

建
設
部
長　

国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、

幹
線
市
道
の
整
備
、
地
域
の
要
望
を
受
け
、

振
興
実
施
計
画
に
計
上
し
、過
疎
対
策
事
業
、

辺
地
対
策
事
業
に
よ
り
計
画
的
に
進
め
て

い
る
。
平
成
31
年
４
月
現
在
の
改
良
率
は

平
戸
地
区
34
・
６
％
、
生
月
地
区
78
・
４
％
、

田
平
地
区
47
・
５
％
、
大
島
地
区
48
・
３

％
で
あ
り
、
令
和
２
年
度
の
計
画
は
全
体
で

20
路
線
、
地
区
別
で
は
、
平
戸
９
路
線
、

生
月
１
路
線
、
田
平
８
路
線
、
大
島
２
路

線
で
あ
り
、
各
地
域
の
要
望
等
に
基
づ
き
、

地
元
の
同
意
な
ど
が
揃
っ
た
と
こ
ろ
は
で
き

る
だ
け
早
く
対
応
し
て
い
る
。
維
持
管
理
、

道
路
単
独
改
良
に
つ
い
て
当
初
予
算
配
分
は

地
域
の
道
路
延
長
に
基
づ
い
て
行
っ
て
い
る

が
、
課
題
や
緊
急
性
、
地
域
の
実
情
等
に

配
慮
し
、
交
付
金
事
業
、
公
適
債
等
を
活

用
し
て
で
き
る
だ
け
多
く
の
地
元
要
望
に

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

松
本　

正
治
（
大
地
の
会
）

●
消
防
行
政
に
つ
い
て

●
道
路
行
政
に
つ
い
て

QQQQQ
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意
見

　
　

１
月
に
子
牛
の
競
り
市
が
平
戸
口
家

畜
市
場
で
開
催
さ
れ
た
が
、
キ
ャ
ト
ル
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
で
集
団
感
染
が
発
生
し
、
出
荷
予

定
の
１
０
３
頭
が
出
荷
で
き
な
か
っ
た
。
こ

れ
は
多
頭
飼
育
の
弊
害
で
は
な
い
か
。
隔

離
棟
が
必
要
で
は
な
い
か
。

農
林
水
産
部
長　

１
月
の
競
り
直
前
に
キ
ャ

ト
ル
セ
ン
タ
ー
で
、
牛
の
伝
染
性
疾
病
で
あ

る
「
牛
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
病
」
が
発
生
し
、
家

畜
保
健
衛
生
所
の
指
導
の
下
、
ウ
イ
ル
ス

を
拡
散
さ
せ
な
い
た
め
に
キ
ャ
ト
ル
セ
ン
タ
ー

内
で
封
じ
込
め
る
対
策
を
し
た
。
農
協
と

し
て
は
新
た
な
隔
離
棟
の
整
備
は
行
わ
な
い

方
針
と
の
こ
と
。
農
協
に
対
し
て
は
、
本

市
も
構
成
員
で
あ
る
「
キ
ャ
ト
ル
セ
ン
タ
ー

運
営
協
議
会
」
の
中
で
管
理
体
制
の
強
化

に
向
け
指
導
や
助
言
を
行
う
。

　
　

生
産
森
林
組
合
の
現
状
は
、
高
齢
化
、

担
い
手
不
足
な
ど
非
常
に
深
刻
に
な
っ
て
い

る
が
、
今
後
の
対
応
、
指
導
は
。

農
林
水
産
部
長　

現
在
、
18
組
合
が
あ
り
、

山
林
経
営
で
収
入
が
有
る
の
が
３
組
合
、

収
入
が
無
い
組
合
が
15
組
合
。
組
合
の
年

間
維
持
管
理
費
、
年
間
管
理
費
の
確
保
が

で
き
て
い
る
組
合
は
11
組
合
、
で
き
て
い
な

い
組
合
は
７
組
合
。
解
散
を
希
望
し
て
い
る

組
合
は
３
組
合
あ
る
。
市
と
し
て
も
、
多

く
の
生
産
森
林
組
合
が
厳
し
い
運
営
状
況

に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
平
成
29
年
４
月

に
森
林
組
合
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
生
産

森
林
組
合
が
認
可
地
縁
団
体
へ
の
組
織
変

更
に
よ
り
、
解
散
す
る
こ
と
な
く
経
営
の

移
行
が
可
能
と
な
っ
た
。
メ
リ
ッ
ト
は
、
解

散
登
記
が
不
要
、
清
算
手
続
き
が
不
要
、

ま
た
、
所
有
権
移
転
登
記
な
ど
が
必
要
な
く
、

大
幅
な
事
務
の
削
減
が
図
ら
れ
る
。
ま
た
、

登
録
免
許
税
が
不
要
。
不
動
産
取
得
税
が

課
税
さ
れ
な
い
。
収
益
事
業
を
伴
わ
な
い

地
縁
団
体
は
税
務
署
へ
の
確
定
申
告
が
不
要
。

同
じ
く
法
人
県
民
税
、
市
民
税
等
の
均
等

割
が
免
除
と
な
る
。
役
員
の
変
更
等
に
つ
い

て
は
、
市
へ
変
更
届
の
提
出
の
み
と
な
り
、

法
務
局
へ
の
登
記
が
不
必
要
で
経
費
の
削
減

が
図
ら
れ
る
な
ど
、
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。

　
　
　

生
産
森
林
組
合
が
解
散
せ
ず
に
認

可
地
縁
団
体
に
組
織
変
更
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
を
知
ら
な
い
組
合
が
15
組
合

（
83
％
）
も
あ
る
。
課
題
解
決
に
向
け
て
、

18
組
合
中
11
組
合
が
県
と
市
と
の
面
談
を

望
ま
れ
て
い
る
。
今
後
、
現
場
の
声
を
吸
い

上
げ
、
指
導
、
対
応
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

松
尾　

実
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

●
キ
ャ
ト
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
運
営
に
つ
い
て

●
生
産
森
林
組
合
の
今
後
に
つ
い
て

QQQQ
　
　

有
害
鳥
獣
対
策
問
題
に
つ
い
て
は
、

大
半
は
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
と
聞
い
て
い

る
。
被
害
防
止
対
策
を
取
る
中
で
、
箱
わ

な
や
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
等
の
管
理
な
ど
は
、

従
事
者
の
高
齢
化
等
に
よ
り
対
応
が
難
し

く
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
心
配
す
る

が
、
い
か
が
か
。

農
林
水
産
部
長　

市
及
び
平
戸
市
鳥
獣
被

害
防
止
対
策
協
議
会
所
有
８
１
７
基
、
個

人
所
有
１
４
２
基
の
箱
わ
な
で
対
応
し
て
い

る
。
令
和
元
年
11
月
末
時
点
で
被
害
金
額

は
２
２
３
万
６
千
円
で
平
成
30
年
度
の

１
，
６
６
５
万
８
千
円
に
対
し
、
大
幅
に
減

少
し
て
い
る
。
令
和
２
年
１
月
末
で
の
捕
獲

頭
数
は
２
，
１
９
６
頭
と
な
っ
て
い
る
。
平

戸
猟
友
会
は
現
在
82
名
で
平
均
年
齢
が

６３
・
５
歳
で
あ
り
10
年
後
が
心
配
さ
れ
る
。

狩
猟
免
許
取
得
費
用
の
助
成
等
を
行
い
、

人
材
の
確
保
に
努
力
し
た
い
。

　
　

地
球
規
模
で
の
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
問
題
に
よ
り
、
本
市
に
お
い
て
も
、
水
産

業
経
済
や
、
海
岸
美
化
環
境
へ
の
影
響
が
心

配
さ
れ
る
。
現
状
へ
の
対
応
と
今
後
の
取
り

組
み
を
尋
ね
る
。　
　

市
長　

国
の
補
助
金
を
活
用
し
な
が
ら
、

海
岸
漂
着
物
を
処
理
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
漁
業
関
係
者
や
地
元
住
民
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体

等
に
よ
る
海
岸
美
化
活
動
へ
の
依
存
度
が
高

く
、
日
ご
ろ
か
ら
環
境
保
全
へ
の
意
識
の
高

さ
と
活
動
に
つ
い
て
感
謝
申
し
上
げ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

市
民
生
活
部
長　

海
岸
漂
着
物
地
域
対
策

推
進
事
業
の
予
算
は
、
毎
年
約
８
０
０
万

円
（
う
ち
県
補
助
金
６
０
０
万
円
）
で
行
っ

て
い
る
。
平
成
30
年
度
は
29
ヶ
所
を
実
施
し
、

約
21
ト
ン
を
回
収
し
て
い
る
。
県
登
録
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
は
19
団
体
が
海
岸
や

漁
港
、
港
湾
で
の
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
本
市
の
海
岸
線
約
３
０
０
㎞
強
の

内
、
2.3
㎞
、
全
体
か
ら
す
れ
ば
７
％
程
。
今

後
も
市
民
の
皆
様
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
頼
る

と
こ
ろ
が
大
変
大
き
い
と
思
っ
て
い
る
。
市

民
の
方
と
協
働
で
対
応
で
き
る
よ
う
に
環

境
保
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
や
環
境
教
育
、

意
識
啓
発
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　

総
合
計
画
、
新
年
度
予
算
を
踏
ま
え
、

人
口
減
少
対
策
、
特
に
若
者
の
就
労
状
況

と
今
後
の
見
通
し
、
及
び
産
業
別
就
業
状
況
、

産
業
別
の
成
果
指
標
と
取
り
組
み
状
況
は
。

市
長　

中
小
企
業
の
若
者
の
雇
用
確
保
と

し
て
、
今
年
度
か
ら
市
内
企
業
へ
社
宅
、
社

員
寮
の
整
備
支
援
も
制
度
化
し
て
い
る
。

文
化
観
光
商
工
部
長　

人
口
に
対
す
る
産

業
別
就
業
者
数
は
（
平
成
17
〜
27
年
度
の

増
減
）
第
１
次
産
業
1
・
3
％
の
減
少
。

第
２
次
産
業
0
・
3
％
の
増
加
。
第
３
次

産
業
２
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
高
校
新

卒
者
の
地
元
就
職
者
数
目
標
値
15
人
、
昨

年
実
績
で
16
人
、
市
内
高
校
生
を
対
象
に

市
内
企
業
へ
の
バ
ス
ツ
ア
ー
見
学
会
、
市
内

企
業
35
社
を
集
め
、
企
業
説
明
会
を
実
施

し
た
。
空
き
店
舗
を
活
用
し
た
新
規
開
業

件
数
は
、
昨
年
度
の
実
績
で
７
件
、
累
計

で
15
件
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

農
林
水
産
部
長　

今
年
度
も
、
平
戸
式
も

う
か
る
農
業
実
現
支
援
事
業
等
を
活
用
し
、

６
名
の
新
規
就
農
及
び
沿
岸
漁
業
の
新
規

就
業
者
８
名
の
目
標
達
成
に
向
け
取
り
組

む
。

　
　

人
材
で
あ
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

の
活
用
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

総
務
部
長　

昨
年
度
ま
で
10
名
の
隊
員
を

受
け
入
れ
、
４
名
が
定
住
し
て
い
る
。

　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
定
住
に
向

け
て
の
支
援
策
を
図
っ
て
行
く
の
か
。

総
務
部
長　

定
住
に
向
け
た
隊
員
と
地
域

と
の
積
極
的
な
関
わ
り
を
持
つ
た
め
、
イ
ベ

ン
ト
等
で
協
力
隊
の
ブ
ー
ス
を
つ
く
り
、
市

民
へ
の
活
動
報
告
等
も
考
え
た
い
。

　
　

平
戸
城
・
城
泊
の
取
り
組
み
状
況
は
。

文
化
観
光
商
工
部
長　

令
和
２
年
度
、
展

示
改
修
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
堀
・
石
垣
の
改
修
、

入
場
ゲ
ー
ト
整
備
。
全
て
の
工
事
完
成
は

令
和
３
年
３
月
の
予
定
で
あ
る
。

　
　

歴
史
遺
産
は
、
後
世
に
残
す
事
が
重

要
で
あ
る
。
改
修
後
の
管
理
は
。

文
化
観
光
商
工
部
長　

指
定
管
理
制
度
か
、

市
の
直
営
か
十
分
に
検
討
す
る
。

　
　

指
定
管
理
者
に
地
元
の
雇
用
を
要
請

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

市
長　

会
社
が
地
元
の
人
材
を
活
用
し
、

戦
力
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
に
は
支
援
す
る
。

　
　

漁
港
施
設
の
維
持
と
自
然
景
観
維
持

の
両
立
は
。（
根
獅
子
浜
海
水
浴
場
の
保

全
）

農
林
水
産
部
長　

漁
港
の
機
能
保
全
と
整

備
を
主
眼
に
お
き
、
美
し
い
自
然
環
境
を

後
世
に
残
す
取
り
組
み
が
重
要
と
考
え
る
。

QQQQ

小
山
田　

輔
雄
（
伸
天
会
）

●
人
口
減
少
対
策（
若
者
の
就
労
の
今
後
の
見
通
し
）

●
平
戸
城
泊
を
含
む
観
光
振
興
は

●
公
共
事
業
の
今
後（
漁
港
施
設
と
景
観
維
持
へ
の
対
応
は
）

池
田　

稔
巳
（
政
和
会
）

●
有
害
鳥
獣
対
策
問
題
に
つ
い
て

●
海
岸
漂
着
ご
み
問
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て

QQQQ
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